
  

 

様式第３号（第１３条関係） 

 

会議録 

会議の名称 令和６年度第４回朝霞第三中学校学校運営協議会 

開催日時 
令和６年１２月２３日（月)                      

午前１０時から正午まで 

開催場所 朝霞市朝霞第三中学校  図書室 

出席者及び欠席者 

の職・氏名 

・白鳥 成章 ・關野 武男  

・渡辺  聡 ・正野 寛樹 ・中村 菜々子 ・金子 雅美 

・野口 邦彦     （欠席）・狩野 浩二 ・本多 武   

司会・記録：犬木 勝（教頭） 

議題 

（１）学校評価アンケートの結果について 

（２）ICTの活用および生徒のネット利用ルール作りについて 

（３）その他 

会議資料 （１）第４回学校運営協議会次第 

会議録の作成方針 

 □電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 □電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

 □要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こ 

した場合の当該電磁的記録の保 

存期間 

□会議録の確認後消去 

□会議録の確認後 か月 

会議録の確認方法 司会・記録 による確認 

 

傍聴者の数 
０人 

その他の必要事項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

１ 開会 委員長あいさつ 

  学校の存在意義について。保護者と学校が協力しなければならないところにＰＴＡの

かかわりは必要である。 

 

２ 学校長あいさつ 

  自治体を巻き込んで地域づくりとともに考えていかなければならない。 

ＳＮＳの問題など学校だけ、家庭だけでは解決できない部分について協力が必

要。 

県学力学習状況調査２，３年生の自己肯定感が上がっている。 

 

３ １０月～１２月の教育活動について教頭より説明 

 

４ 協議 

（１）学校評価アンケートついて 

事務局：学校評価の結果をご覧いただき、運営委員会のみなさまからの評価をいただ 

きたい。教職員自己評価、昨年度Ｂ評価多数であったが、今年度はＡが多 

数。昨年度と比べ、すべて向上。連携については下がったが十分高い数値を 

維持している。生徒の結果がほとんどの項目が昨年度に比べ向上している。 

連携については課題が残る。 

保護者アンケートについて、肯定的評価について高いが学力面での数値が今 

一つである。 

委員Ｂ：評価を見たのみ判断となるがよいか。 

委員Ａ：アンケートの結果は保護者に公表されるのか。 

主 幹：学校評価はホームページでも公開する。また学校便り等で周知する。 

校 長：保護者評価の基礎学力の定着について低かったが、三中の生徒の学力は高 

い。県平均等、大きく超えている教科が多い。 

    学校訪問でも子供たちの学ぶ姿が意欲的であるとの指摘があった。学力上位

の生徒をさらに伸ばすことは課題として取り組んでいる。答えを与えるので

はなく自分たちで問いと答えを見つけていく活動が今後の学びの主流。保護

者の授業観と現在の授業で大切にしていかなければならないものとの共有が

難しい。令和７年度は今、求められる力について保護者にアピールしていく

ことが必要。 

    次年度、市の研究委嘱を受け研究校になる。個別も大切だが協働を主にした 

授業研究を実施していきたい。 

委員Ｃ：高校に行ってから三中がいかによい学習環境であったか気づく場合がある。 

委員Ｅ：保護者に三中の良さを分かってもらう工夫は必要である。 

 

（２）ＩＣＴの活用および生徒のネット利用ルール作りについて 

●事務局より生徒自身によるネット利用ルール作りについて説明 

 ・生徒のネット利用については、危険性を伝え、ルールを守らせるばかりでなく、

生徒自身が必要性を感じながら自分を律していくことが重要である。 

・校則やルールを自主的に守るという観点、生徒エージェンシーの観点からも重要

である。 

・教職員で動画を作成し、生徒自身が必要観をもって自主的にルールを設定してい



  

 

く学習活動を実施した。 

 ・この活動には家庭の協力、見守りも不可欠であり、学校運営協議会として正し 

いネット利用ができるよう啓発していきたい。 

委 員：一同賛同 

 

（３）令和７年度の学校経営について 

校 長：１学期の中間テストについて、行わない方向で検証していきたい。評価もテ

ストだけでするものではないことを保護者に周知していきたい。部活動、鳴

子の取組についても三中の方向性を協議していきたい。 

事務局：７年度年間行事計画案について、雑駁なものであるがお示しさせていただ 

き、ご意見ご質問等あればいただきたい。 

（４）その他 

委員Ｂ：地域連携としてコミュニティＦＭでの三中との関連について、資料をごらん 

いただきたい。職場体験でも７７５ＦＭへの受け入れを行っている。 

ぜひ生徒にも聴いてほしい。市政情報も配信している。子供ＤＪ体験なども 

ある。災害時での活用を検討している。生放送の枠を使って、学校の取組等 

紹介、アピールすることも可能ではないか。 

委員Ｄ：三中はこんなところという情報発信を行っていけるとよい。 

 

５ 連絡 

事務局より：朝霞市学校運営協議会委員研修会の参加について 

      次回学校運営協議会の開催日時について２月４日実施 

 

６ 閉会のことば 

副委員長：学校運営協議会の役割は何か、地域と連携して機能するための課題を提言 

することができる範囲のことかと思う。次年度は課題を提言することにつ 

いて議論していきたい。 

 


